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本
書
は
、
二
〇
一
二
年
五
月
十
三
日
に
東
京
を
拠
点
と
す
る
悪
党
研
究
会

の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
世
荘
園
の
基
層
」
（
於
早
稲
田
大

学
）
の
内
容
に
個
別
論
文
を
加
え
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
１
部
「
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
世
荘
園
の
基
層
」」

は
当
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
を
も
と

に
し
た
①
田
村
憲
美
「
中
世
に
お
け
る
生
業
環
境
と
民
衆
の
地
域
社
会
」、

②

高
木
徳
郎
「
中
世
に
お
け
る
山
野
の
領
有
と
絵
図
」、

③
三
藤
秀
久
「
鎌
倉
末

期
に
お
け
る
荘
官
の
悪
党
化
」、

④
楠
木
武
「
鎌
倉
後
期
の
「
海
賊
」
と
公
文
・

沙
汰
人
層
」
及
び
当
日
の
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
討
論
」
を
収
め
、
第
２
部
は
「
特

論
」
と
し
て
七
本
の
個
別
論
文
を
収
め
て
い
る
。
 

 
こ
こ
で
は
第
１
部
の
論
点
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。
近
年
各
方
面
か
ら
荘

園
制
研
究
が
進
ん
だ
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
荘
園
制
と
い
う
「
外
皮
」
の

な
か
で
生
き
て
い
た
人
々
の
生
活
空
間
の
実
態
（
「
荘
園
制
の
「
中
身
」」）

を
問

う
こ
と
が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
各
論
で
は
お
お
よ
そ
中
世
前
・
後
期
の
移
行

期
を
中
心
に
問
題
設
定
が
な
さ
れ
て
お
り
、
中
世
史
全
体
に
お
い
て
地
域
社

会
論
の
深
化
が
望
ま
れ
る
今
日
の
研
究
状
況
に
あ
っ
て
は
、
テ
ー
マ
設
定
自

体
に
惹
か
れ
る
。
   

 
個
別
論
点
を
み
る
と
、
①
・
②
で
は
気
候
条
件
や
自
然
環
境
の
も
と
で
の

村
落
の
動
向
を
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、
検
討
素
材
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
史
料

の
多
様
性
も
注
目
さ
れ
る
。
①
で
は
、
従
来
或
い
は
荘
園
領
主
と
の
政
治
的

な
交
渉
の
成
果
（
農
民
闘
争
）
と
さ
れ
、
或
い
は
現
実
の
自
然
災
害
を
反
映
し

た
も
の
と
評
価
が
分
か
れ
て
き
た
播
摩
国
矢
野
荘
に
お
け
る
「
河
成
」
認
定

に
つ
い
て
、
中
世
の
気
象
デ
ー
タ
の
成
果
を
中
心
に
扱
い
な
が
ら
、
再
検
討

を
試
み
、
従
来
の
評
価
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
方
②
で
は
、
複

数
の
荘
園
絵
図
が
存
在
す
る
西
大
寺
・
秋
篠
寺
堺
相
論
図
か
ら
、
こ
の
地
域

に
お
け
る
用
益
を
廻
る
社
会
関
係
の
矛
盾
を
読
み
解
い
て
い
る
。
 

 
③
は
、
鎌
倉
後
期
に
山
城
国
上
桂
荘
の
領
有
体
系
が
分
裂
し
、
政
治
的
に

排
除
さ
れ
る
べ
き
「
悪
党
」
が
生
み
出
さ
れ
る
過
程
を
論
じ
、
④
は
鎌
倉
末

期
の
摂
津
国
長
洲
荘
を
中
心
に
、
港
湾
の
支
配
体
系
の
改
変
と
共
に
政
治
的

に
生
み
出
さ
れ
る
「
海
賊
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
③
・
④
と
も
に
、
地

域
の
政
治
動
向
に
伴
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
「
悪
党
」「

海
賊
」
の
具
体
像
を
論

じ
た
点
は
興
味
深
い
。
な
お
、
第
２
部
「
特
論
」
の
櫻
井
彦
「
悪
党
教
念
と

「
八
坂
目
銭
」」

は
、
④
と
密
接
に
関
わ
り
、
相
互
補
強
す
る
論
考
と
な
っ
て

い
る
。
 

 
以
上
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
の
要
点
を
中
心
に
紹
介
し
た
が
、
そ
の
他
第

２
部
「
特
論
」
で
も
列
島
中
世
の
地
域
社
会
に
焦
点
を
当
て
た
様
々
な
問
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
題
材
と
な
る
史
料
の
多
様
性
を
も
ふ
く

め
地
域
社
会
論
の
新
水
準
を
示
し
た
成
果
と
言
え
よ
う
。
近
年
で
は
関
連
諸

学
の
デ
ー
タ
や
、
精
度
の
高
い
景
観
復
元
・
現
地
調
査
な
ど
の
成
果
が
蓄
積

さ
れ
、
こ
れ
ら
を
用
い
た
地
域
社
会
論
が
可
能
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
と
同
時

に
、
関
連
諸
学
の
分
析
結
果
を
歴
史
学
が
ど
の
よ
う
に
検
証
す
る
の
か
、
そ

の
方
法
も
今
後
は
議
論
に
な
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
荘
園
絵
図
研
究
は
、
全
般

と
し
て
未
だ
個
別
荘
園
を
理
解
す
る
補
助
的
な
史
料
に
留
ま
っ
て
い
る
観
が
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あ
り
、
未
だ
地
域
社
会
論
を
深
め
る
研
究
材
料
に
は
な
り
得
て
い
な
い
よ
う

に
思
う
。
荘
園
絵
図
の
史
料
学
と
と
も
に
、
今
後
も
こ
う
し
た
視
点
か
ら
荘

園
絵
図
研
究
を
深
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
 

 
最
後
に
な
る
が
、
悪
党
研
究
会
が
論
文
集
を
刊
行
す
る
の
は
こ
れ
で
三
冊

目
で
あ
る
。「

あ
と
が
き
」
に
よ
る
と
、
研
究
会
は
一
九
八
八
年
の
発
足
で
あ

る
。
長
期
に
わ
た
る
活
動
に
驚
く
。
地
域
社
会
論
は
、
列
島
社
会
の
歴
史
過

程
を
考
え
る
上
で
不
可
欠
な
論
点
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
論
点
へ
の
熱
い
眼

差
し
を
持
ち
続
け
る
研
究
者
達
が
問
題
意
識
を
共
有
し
、
議
論
し
続
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
、
発
展
し
て
き
た
こ
と
が
窺
え
る
。
今
後
の
展
開
を

楽
し
み
に
し
た
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
守
田
逸
人
）
 

    

             


